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震災アーカイブの概況

眞
ま

籠
ごめ

　聖
たかし＊

1．はじめに
東日本大震災から 5 年が経過し、被災した自治体に

よる震災の記録を残す動きが多く見られる。自治体ご
とに街の被災状況とその対応を記録誌にまとめ冊子体
で発行するという従前の例が多いが、近年、インター
ネットを通して記録を直接参照できるようにしたデジ
タルアーカイブが普及したことに伴い、震災の記録を
インターネットで公開する「震災デジタルアーカイブ」
（以下「震災アーカイブ」という。）を構築する例も見
られる。
本稿では、筆者が図書館職員として「東日本大震災

アーカイブ宮城」の構築に関わった経験を踏まえつつ、
宮城県内の自治体による震災アーカイブの取組を概観
し、今後の課題と展望を述べる。
なお、記録誌を電子ファイルの形で自治体のウェブ

サイトにおいて公開する例も広義の震災アーカイブと
捉えられるが、本稿においては、記録誌だけでなく写
真や音声、動画、会議録、行政資料、被災者の体験談、
測定データ、統計といった多様な形態の資料を長期に
わたって参照可能な形で公開する事例に絞って概観し
たい（宮城県及び県内の自治体がインターネット上で
公開する記録誌の一覧は宮城県総務部危機対策課がま
とめている（1）（2））。
なお、本稿の意見に属する部分は筆者個人のもので

あり、所属する組織を代表するものではない。

2．まず震災資料を集めることから
あらゆる形態の資料を保存する震災アーカイブに

は、ボーンデジタル資料だけでなく、アナログな物理
的資料をデジタル化した資料が含まれる。東日本大震
災のような非常事態においては、電子媒体よりも紙や
ホワイトボード、掲示板といった物理的な媒体が主な
記録・情報伝達手段となりやすく、これらの資料を横
断的に参照することによって、震災直後の詳細な状況
を多元的に理解することができる。
忘れがちであるが、震災アーカイブを構築するため

にはシステム開発以前に、まず対象となる現物資料を
収集する必要がある（3）。チラシやミニコミ誌といった
地域に根ざした情報が記録された出版物や、行政の広
報などに注意深くアンテナを張り、「足で稼ぐ」よう

な地道な収集という準備段階が欠かせない。さらに、
集めた資料に解説が無ければその資料を理解し活用す
ることが難しいため、丁寧なメタデータ付与や解題作
成等の編集作業が求められる。集めた資料が広く利活
用されるためには、著作権等の権利処理も必要とな
る。たとえ電子資料であってもこれらの作業は変わら
ない。
震災アーカイブは、地道な資料収集と資料公開に至

るまでの膨大な準備作業があって初めて成り立つもの
である。各アーカイブ公開までの道のりを、資料収集
の活動とともに追ってみたい。

3．宮城県内の震災資料収集・公開活動
宮城県に関係する震災アーカイブ公開の動きととも

に、自治体を含めた各団体の主な震災資料収集の動き
を表にまとめた（太字が自治体による震災アーカイブ
の取組）。公開の時系列に沿って、自治体による震災
アーカイブを概観する。

3.1. 仙台市
発災から 2 か月足らずの 2011 年 5 月、仙台市の生

涯学習施設「せんだいメディアテーク」（以下「smt」
という。）は活動を再開し、「3 がつ 11 にちをわすれ
ないためにセンター」（以下「わすれン！」という。）
を開設した。わすれン！は、市民が専門家やスタッフ
と協働して、震災の体験や復興の道のりを記録・発信
するためのプラットフォームとなることを目指してい
る。市民の活動を通して震災記録の収集や体験の語り
直し、映像制作による情報発信を行うなど、単に記録
の収集だけを目的とせず、市民が施設とアーカイブを
活用しつつ、記録と利活用の循環を図っている。
アーカイブはわすれン！の一機能に過ぎず、市民活

動の活発化と新たな市民参加の促進により、利活用の
循環へ人々を巻き込むことが重視されている。結果と
して、アーカイブの継続的な成長が実現できていると
いう点で、アーカイブ運用の良いモデルになっている
と言えよう。
smt 再開と同時に仙台市民図書館も再開した。この

時、市民が震災から立ち上がるきっかけを得る一助と
なるために、市民が語り聴きあう「ひろば」を設置し、
子ども向けの読みきかせや震災関連資料等の展示、各
種情報の提供を開始している。震災関連資料コーナー
は 2012 年 2 月にリニューアルし、「3.11 震災文庫」と
なった。
2012 年 12 月に、仙台市はフォトアーカイブ「東日

本大震災－仙台復興のキセキ」を公開した（27）。市職
員が震災発生時に撮影した写真が主なコンテンツと
なっており、沿岸部と内陸部に分けた被害状況、救援＊宮城県図書館
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復旧活動、市民生活、復興への歩みという 4 つのカテ
ゴリで分類されている。震災直後の沿岸部で津波が街
を飲み込む様子や津波が去った後の瓦礫の山、smt の
7 階の天井が崩落した様子、仙台市民図書館の本棚か
ら本が全て落下した様子などの写真を高解像度で見る
ことができる。仙台市内の被災状況を広報する目的で
あればダウンロードして利用することができ、加工も
可能とされている（28）。

3.2. 東松島市
2013 年 3 月に、東松島市は「ICT 地域の絆保存プ

ロジェクト」のウェブサイトを公開した。同プロジェ
クトを運営する東松島市図書館は、震災直後からチラ
シ等の収集を始め、2011 年 11 月には同プロジェクト
を発足させ、市民へ資料提供や体験談の寄稿を呼びか

けた。2012 年 6 月からは、公益財団法人図書館振興
財団から助成を受け、資料収集やメタデータ作成、市
民の体験談の撮影等を行った。これらの成果をまとめ
公開したものが同プロジェクトの主なコンテンツと
なっている。
「まちなか震災アーカイブ」という取組では公共施

設や商店の協力を得て、市内各所に同アーカイブへア
クセスするための QR コードを配布し貼ってもらって
いる。また、地域ごとに震災伝承看板を設置し、各地
域の震災被害を QR コードから参照できるようにして
いる（29）。デジタルアーカイブはオンラインでの露出
を意識しがちであるが、数百年前の教訓を現代に伝え
る震災石碑の例を見ても、物理的な震災記念碑とリン
クした PR は継続的な震災伝承に効果的と思われる。
動画やテキストで記録された市民の体験談はダイ

表　宮城県に関係する主な震災資料収集・公開活動

年　月 活　動　内　容

2011年 5 月 せんだいメディアテーク、「3 がつ 11 にちをわすれないためにセンター」開設（4）

仙台市民図書館、東日本大震災関連資料コーナー設置（5）

2011年 6 月 せんだいメディアテーク、「3 がつ 11 にちをわすれないためにセンター」ウェブサイト公開（6）

2011年 7 月 防災科学技術研究所等、「311 まるごとアーカイブス」公開（7）

2011年 9 月 東北大学、「みちのく震録伝」始動（8）

2011年11月 東松島市、「ICT 地域の絆保存プロジェクト」発足（9）

2012年 2 月 仙台市民図書館、収集した震災資料を「3.11 震災文庫」と命名（10）

2012年 3 月 図書館共同キャンペーン「震災記録を図書館に」実施（CA1815 参照）
宮城県図書館、震災後から収集した資料を基に「東日本大震災文庫」開設（11）

東北大学附属図書館、「震災ライブラリー」設置（12）

2012年 6 月 東松島市、公益財団法人図書館振興財団助成事業「ICT 地域の絆保存プロジェクト（【東日
本大震災を語り継ぐ】事業）」開始（13）

2012年12月 仙台市、フォトアーカイブ「東日本大震災－仙台復興のキセキ」公開（E1377 参照）
東北福祉大学図書館、「東日本大震災関係資料コーナー」開設（14）

2013年 1 月 河北新報社、「河北新報 震災アーカイブ」暫定運用開始（15）

2013年 3 月 国立国会図書館、「国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）」正式公開（16）

東北大学、「みちのく震録伝」公開（17）

河北新報社、「河北新報 震災アーカイブ」正式運用開始（18）

国土交通省東北地方整備局、「震災伝承館」公開（19）

東北大学附属図書館、「震災ライブラリーオンライン版」公開（20）

東松島市、「ICT 地域の絆保存プロジェクト」ウェブサイト公開（21）

2013年 5 月 学校法人東北学院、「東日本大震災の記録 Remembering 3.11」公開（22）

2013年 7 月 多賀城市、「震災経験・記録伝承事業」開始（23）

2014年 3 月 多賀城市、「たがじょう見聞憶」公開（24）

2015年 4 月 気仙沼市、「けせんぬまアーカイブ」公開（25）

2015年 6 月 宮城県・県内 35 市町村、「東日本大震災アーカイブ宮城」公開（26）
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ジェスト版がウェブサイトで公開されているが、完全
版は同図書館内のタブレット端末から閲覧することが
できる（30）。数十年後には地域の歴史を伝えるオーラ
ルヒストリーとなるであろう同資料は、出版や図書館
のあり方が変わりつつある現在において、今後の図書
館に求められる電子コンテンツのひとつではないかと
考える。

3.3. 多賀城市
2014 年 3 月に、多賀城市はウェブサイト「史都・

多賀城 防災・減災アーカイブス たがじょう見聞憶
伝えよう千年後の未来へ。」（31）を公開した。同市は、
2013 年 2 月に東北大学災害科学国際研究所と、連携
と協力に関する協定（32）を締結しており、同研究所が
公開する「みちのく震録伝」（33）から独自に収集したコ
ンテンツを公開している。
みちのく震録伝は、総務省の「東日本大震災アーカ

イブ基盤構築プロジェクト」（34）の運用モデル実証プロ
ジェクトに選定されており（35）、「国立国会図書館東日
本大震災アーカイブ（ひなぎく）」とは、ひなぎくの
公開当初から検索連携している（36）。

災害対策本部会議録等の行政の記録や市民から提供
された写真等のコンテンツは、「震災前の防災・減災」
（東日本大震災以前の災害年表）、「震災直後の被災状
況」（発災から 1 週間）、「震災直後の応急対応」（発災
後 1 週間から 1 か月後）、「震災後の復旧・復興」（発
災後 1 か月以降）の時系列で大きくまとめ、地区別に
も見ることができる。他にも、特集コンテンツとし
て「防災・減災への指針 一人一話」（37）というインタ
ビュー記事を作成している。市民だけでなく、企業や
学校、各種団体、市職員、支援のため全国から派遣さ
れた官公庁職員に、当時の状況と対応をヒアリングし
ており、様々な立場から語られた貴重な震災体験談の
コレクションとなっている。各々の言葉で語られる震
災の記憶は時間や空間を超えて、読む者に当時の現場
の空気を伝える。被災地から遠く、報道等によって空
から俯瞰する形で被災状況を眺めた者にとっては、地
上でどのようなことが起き、誰がどのような対応をし
ていたのかを知る意義深い記録となっている。

3.4. 気仙沼市
2015 年 4 月に、気仙沼市は「気仙沼市震災記録資

料集 けせんぬまアーカイブ」（38）を公開した。このアー
カイブは、独立行政法人防災科学技術研究所を中心と
した産官学民のグループが 2011 年 7 月に公開した「東
日本大震災・公民協働災害復興まるごとデジタルアー
カイブス（311 まるごとアーカイブス）」（39）が発端で
あった。ボランティアや市民有志によって撮影・提供

された映像資料等は、同グループが事業継続のために
設立した一般社団法人東日本大震災デジタルアーカイ
ブス支援センター（40）に承継され、各自治体等で活用
されることとなった。この中で気仙沼市に関連する資
料約 1 万点が基となり、けせんぬまアーカイブとして
公開された。
写真の中には、気仙沼市を襲った津波火災（41）によ

り震災発生日の明朝まで煙が上がる様子を捉えたもの
もある。その他に、震災以前に撮られたとみられるモ
ノクロの日常写真も掲載されている。震災アーカイブ
は、震災に関する記録だけを伝えるものと思われがち
だが、その地域でどのような生活が営まれ、どのよう
な風景があったのかという過去の郷土資料も備えなけ
れば、地域の未来の子どもたちや地域の外の人々に、
実感を持って災害を理解してもらうことは難しいよう
に思われる。また、災害の周期性を考えれば、過去の
記録も今ある震災アーカイブに統合され、一連の繋が
りとして語り継がれていくべきものではないかと考え
る。

3.5. 宮城県と県内市町村
2015 年 6 月、宮城県と県内 35 市町村は、「東日本

大震災アーカイブ宮城」（42）を公開した。ひとつの都
道府県内の全自治体が連携・協力して震災アーカイブ
を構築した全国でも初めての例となる。システムの共
同利用と API 連携によって、県・市町村を横断して
宮城県全体の震災資料を検索することが可能となって
いる。行政の各部局から収集した資料が主なコンテン
ツとなっており、市民が撮影した写真とは異なる視点
からの写真・映像資料となっている。各部局では、復
旧・復興関連の予算要求のために被害状況を正確に把
握する必要があることから、行政・学校の施設やイン
フラなどがどのような被害を受けたのかが分かる写真
が多く含まれる。また、各部局が作成した文書には、
災害対策本部の会議録や被害報、各所の復旧状況な
ど、震災直後の状況と行政の対応を鮮明に伝えるもの
がある。各種申請書の様式などは、災害発生時にどの
ような行政事務が発生するのかを知る材料となる。宮
城県広報課が提供した、震災当日の村井嘉浩宮城県知
事による記者会見の音声を聞くと、尋常ではない状況
を察知した生々しい現場の空気が伝わってくる。これ
らの多様なメディアによる震災記録は、後世へ震災を
伝え多面的な理解を促す貴重なコレクションとなるだ
ろう。
コンテンツは、防災・減災対策や防災教育等に幅広

く活用することを目的にしているため、包括的な権利
許諾を行っている。各県・市町村の利用規約は、災害
伝承や防災教育等の目的であれば、コンテンツの二次
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利用を可能としている（43）。今後は、全県の記録を対
象に分析することによって、新たな防災・減災の知見
が抽出されることを期待したい。

4．今後の課題と展望
震災アーカイブの目的が、震災の伝承と将来の防災・

減災である以上、アーカイブのコンテンツは長期にわ
たって参照可能でなければならない。ウェブサイトの
改修等によってコンテンツへのリンクが切れることは
避けるべきである。
国立国会図書館（NDL）の実施した、日本の府省ウェ

ブサイトの残存率に関する調査（E1757 参照）による
と、ウェブ上の URL 及びコンテンツは、5 年を経過
すると 60％が存在しないとされる。事実、震災記録
が掲載されていた URL も、現時点でリンク切れが発
生しているものが見受けられる。自治体のウェブサイ
トは、長期的には改修やディレクトリ構成の変更が発
生することはまず避けられず、URL の永続性を強い
ることは現実的では無い。ただし、自治体側にも以前
の URL にアクセスがあったら新しい URL へリダイ
レクトする等の工夫が求められる。
理想を言えば、公文書が公文書館へ移管されるよう

に、ウェブサイトも自治体自身のアーカイブに移管さ
れる仕組みが望ましい。NDL は、インターネット資
料収集保存事業（WARP）（E1046 参照）を行っており、
国・自治体のウェブサイトであれば許諾無く収集・保
存することができる。また、東日本大震災後は、自治
体のウェブサイトが頻繁に更新されるのにあわせて収
集頻度を高め、収集・保存を行ってきた（44）（45）。ただし、
自治体によっては、WARP によって収集されたウェ
ブサイトがインターネット公開されておらず、NDL
館内でのみの閲覧となる場合がある。NDL まで来館
しなければ、自分が住んでいる自治体の過去のウェブ
サイトを閲覧できないというのは、不便を感じる人が
多いと思われる。自治体が WARP 上のコンテンツに
インターネット公開の許諾を出すか、自治体自身が過
去のウェブコンテンツを公開する仕組みを持つことを
期待したい。
その際、図書館は組織の継続性や資料管理の専門家

としての司書の存在などの点から、公文書館が設置さ
れない自治体において、ウェブコンテンツのみならず
各種の電子資料も含めた電子情報全体の公文書館のよ
うな役割を果たす装置として、適しているのではない
か（46）。郷土資料や行政資料の電子コンテンツを収集・
保存することは、公共図書館が地域資料リポジトリと
して、住民に新たな存在価値を見いだされるひとつの
分野として開拓の余地が大きい。
また、震災アーカイブに限らず、デジタルアーカイ

ブにとって著作権許諾は公開の障壁となっている。現
状、公的機関によるデジタルアーカイブは、厳密な許
諾がなければ公開することができない。ある程度公開
の条件が緩和され、オプトアウト等の仕組みを取るこ
とが許されるのであれば、デジタルアーカイブの公開
コンテンツはさらに増えるものと思う。
デジタルアーカイブは、コンテンツの継続的な追加

の仕組みを備える必要がある。わすれン！のような市
民参加型デジタルアーカイブは、主に社会教育の場で
記録と利活用、再生産を上手く循環させており、今後
のデジタルアーカイブ利活用にとってモデルとなろ
う。さらに長期的な運営を可能とするためには、デジ
タルアーカイブが社会的に必要なインフラであるとい
う共通の認知を得ることが求められよう。そのために、
社会教育に加えて学校教育の分野でデジタルアーカイ
ブを活用した学習活動が根付くことが期待される。蓄
積された知識から適切に情報を取り出し、学習や研究
を通して新たな知見を抽出し、個々人の自己実現を
達成しつつ成果が社会へ還元されるという、デジタル
アーカイブの活用パターンが社会全体で共有されたと
き、知識インフラたるデジタルアーカイブの必要性が
認識されるとともに、個々の学習活動を通じて知識の
蓄積と再生産が行われる生涯学習が真に継続性を持つ
のではないだろうか。
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